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八積小学校で１月９日に、校内書初め大会が行われました。
「この課題『長い砂浜』から連想できるのは。そう、雄大な九十

九里浜ですね。そのイメージを文字にこめてください」という先生
の注意を聞いて書初め開始。
２学期、冬休みと練習してきた成果を発揮し、児童たちは堂々と

した文字を書き上げました。

No.292

書初め大会

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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笑顔笑顔

所得税・住民税所得税・住民税の申告が始まります

税務課からのお願いお願いとお知らせお知らせ
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長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

長生村50周年
昭和28年11月３日に

長生村制が施行されて、今

年で50周年を迎えます。この

記念すべき年に、各種記念

イベントを予定してい

ます。

合併問題を考える

3

　今年も所得税・住民税の申告の時期となりました。　

　受け付けは２月17日（月）から３月17日（月）までです。　

申告会場は昨年と同じ総合福祉センター２階ですが、今年は番号札を取り隣の研修室で

　順番が来るまでお待ちいだだくようになりますので、ご協力をお願いいたします。　

　申告期限が近づくと窓口は大変混雑します。また、書類の不備などで　

　期限内に申告ができない場合もありますので、早めに申告してください。　

　役場では混雑を避けるために、次のとおり地区別に割り当てをして　

　受け付けしますので、ご協力をお願いします。　

　◇問い合わせ　税務課　　　32 ｰ2113　

所得税・住民税所得税・住民税の
申告が始まります

◇時　間 午前９時～正午／午後１時～４時

◇ところ 総合福祉センター

※2月17日（月）～19日（水）は、所得税の還付申

告をする人の受付日とさせていただきます。

また、土曜日・日曜日はお休みです。

地　区 月　　　日

村 全 体
２月17日(月)、18日(火)、19日(水)

（還付申告者を対象）

一松地区
２月20日(木)、21日(金)、24日(月)

25日(火)、26日(水)

八積地区
２月27日(木)、28日(金)

３月３日(月)、４日(火)、５日(水)

高根地区
３月６日(木)、７日(金)、10日(月)

11日(火)、12日(水)

村 全 体 ３月13日(木)、14日(金)、17日(月)

地区別受付日程表

→ 

入口  

入口 

申
告
会
場
（
教
養
室
） 

申
告
者
控
室
（
研
修
室
） 

※
入
口
で
番
号
札
を
取
り 

　
こ
の
部
屋
で
お
待
ち
く 

　
だ
さ
い
。 

廊
　
下 

ｗｃ 

 

番
号
札 

  

総合福祉センター２階
申告受付会場図
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●
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

年
金
収
入
だ
け
で
そ
れ
以
外

の
所
得
が
な
く
、
年
金
か
ら
徴

収
さ
れ
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
。

●
会
社
を
中
途
退
職
し
た
人

平
成
14
年
の
中
途
で
退
職
し

た
後
就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

●
退
職
所
得
の
あ
る
人

退
職
所
得
が
あ
る
人
で
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
定
率

減
税
を
受
け
て
い
な
い
人
。

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
人

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
人
で
も
、
次
の
人
は
村
・
県

民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
が
必

要
で
す
。

１
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
、

本
村
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
平

住
民
税
の
申
告

所得税・住民税所得税・住民税の申告が始まります
村での申告受付は、２月17日（月）から３月17日（月）までです。

申告期限間際になると、大変混雑することが予想されます。申告は、正しくお早めに。

所
得
税
の
申
告

納
め
た
所
得
税

が
戻
る
場
合
も

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

１
平
成
14
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
に
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
・
土
地
や
建
物
な

ど
を
譲
渡
し
た
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
る
人
。

２
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
一
般
的

に
年
末
調
整
だ
け
で
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①

平
成
14
年
中
の
給
与
収
入
金

額
が
２
、
０
０
０
万
円
を
超
え

る
人
。

②

給
与
な
ど
の
支
払
い
を
２
カ

所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
。

③

給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
。

控
除
を
受
け
る
た
め
の

要
件
は
次
の
と
お
り

①
新
築
・
中
古
住
宅
の
場
合

・
住
宅
取
得
後
６
カ
月
以
内
に

入
居
し
、
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
こ
と
。

・
家
屋
の
床
面
積
（
登
記
面
積
）

が
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

自
己
の
居
住
に
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

・
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金

額
が
３
、
０
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

・
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金

融
公
庫
な
ど
の
、
住
宅
ロ
ー
ン

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
期
間
が

10
年
以
上
で
、
月
賦
の
よ
う
に

分
割
し
て
返
済
し
て
い
る
こ
と
。

②
増
改
築
等
の
場
合

・
自
己
の
所
有
す
る
家
屋
で
、

自
己
の
居
住
に
使
用
し
て
い
る

建
物
の
増
改
築
で
あ
る
こ
と
。

・
増
改
築
を
し
た
後
の
家
屋
の

床
面
積
（
登
記
面
積
）
が
、
50

㎡
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

自
己
の
居
住
に
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

・
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金

額
が
３
、
０
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

・
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金

融
公
庫
な
ど
の
、
住
宅
ロ
ー
ン

成
14
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
。

２
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
人
。

３
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ

っ
た
人
。

※
平
成
14
年
中
に
所
得
が
な
い

人
で
も
、
国
民
年
金
、
国
民
健

康
保
険
税
、
保
育
所
入
所
、
児

童
手
当
な
ど
の
申
請
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
、

増
改
築
し
た
と
き
に
は
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
と
し
て
そ

の
年
か
ら
次
の
期
間
、
所
得
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

住宅借入金等特別控除は
要件を十分確認してください

居
住
開
始
時
期

軽
減
期
間

平
成
11
年
か
ら
平

成
13
年
６
月
30
日

ま
で
に
居
住
し
た

15
年
間

場
合

平
成
13
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
14
年

12
月
31
日
ま
で
に

居
住
し
た
場
合

10
年
間

必 要 な 添 付 書 類
１　住民票の写し

２　建物の登記簿謄（抄）本

３　請負契約書または売買契約書の写し

４　住宅取得資金に土地の購入代金も含ま

れている場合、土地の登記簿謄本、売買

契約書の写し

５　住宅取得資金に係る借入金の年末残高

等証明書

１　上記１～４（３については請負契約書

の写し）

２　建築確認通知書の写し若しくは、検査

済み証の写し、または増改築等工事証明

書

１
印
鑑

２
給
与
所
得
者
及
び
年
金
所
得

者
は
源
泉
徴
収
票

３
事
業
所
得
者
は
収
支
明
細
書

４
生
命
保
険
料
や
火
災
保
険
料

な
ど
の
支
払
証
明
書

５
国
民
年
金
・
農
業
者
年
金
支

払
者
は
、
支
払
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類
（
領
収
書
、
口

座
振
替
領
収
書
又
は
記
帳
さ
れ

て
い
る
通
帳
）

※
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
今
年

か
ら
村
発
行
の
納
付
済
通
知
書

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

６
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人
は
、
下
の
表
の
書
類

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告

は
、
２
月
17
日
以
前
で
あ
っ
て

も
税
務
署
で
は
受
け
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

※
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る

申
告
に
持
参

す
る
も
の

そ
　
の
　
他

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
期
間
が

10
年
以
上
で
、
月
賦
の
よ
う
に

分
割
し
て
返
済
し
て
い
る
こ
と
。

・
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修

繕
、
模
様
替
え
の
工
事
で
あ
る

こ
と
。

・
増
改
築
等
の
工
事
費
用
が
１

０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

・
自
己
の
居
住
に
使
用
す
る
部

分
の
工
事
費
用
額
が
増
改
築
の

工
事
費
用
総
額
の
２
分
の
１
以

上
で
あ
る
こ
と
。

●
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

自
分
や
家
族
が
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費

の
合
計
が
10
万
円
以
上
あ
る
と

き
は
、
計
算
に
よ
っ
て
医
療
費

控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
費
用

は
医
療
費
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
医
師
な
ど
に
対
す
る
謝
礼
。

・
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費

用
。

・
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど

の
た
め
の
、
医
療
品
や
健
康
食

品
の
購
入
費
。

・
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世

話
の
費
用
。

・
近
視
、
遠
視
の
た
め
の
メ
ガ

７
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

医
療
機
関
な
ど
が
発
行
し
た
領

収
書

８
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、

村
、
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
か

ら
の
罹り

災
証
明
書
。
災
害
を
受

け
た
資
産
の
写
真
。
災
害
に
関

連
し
て
や
む
を
え
な
い
支
出
を

し
た
金
額
の
領
収
書

ネ
や
補
聴
器
な
ど
の
購
入
費
。

・
通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の

ガ
ソ
リ
ン
代
、
分
べ
ん
の
た
め

実
家
へ
帰
る
交
通
費
。

●
災
害
等
に
あ
っ
た
と
き

火
災
、
風
水
害
、
盗
難
な
ど

で
住
宅
や
家
財
な
ど
生
活
に
通

常
必
要
な
資
産
に
限
り
損
害
を

受
け
た
と
き
は
、
雑
損
控
除
と

し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
築
・
中
古
住
宅

増
改
築
等

住宅借入金等特別控除の
必 要 書 類

5

人
は
、
還
付
金
が
銀
行
振
込
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
者
ご

自
身
の
口
座
番
号
を
控
え
て
き

て
く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
や
事
業
所
得
な
ど
で
内

容
の
複
雑
な
人
は
、
税
務
署
に

相
談
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

※
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
は
、

「
決
算
書
」
や
「
収
支
内
訳
書
」

の
添
付
を
お
忘
れ
な
く
。

な
お
、
前
年
の
申
告
書
の
控

え
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

税
務
課

（
32
）
２
１
１
３

申告会場（総合福祉センター）
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村
税
を
滞
納
す
る
と
、
そ
の

納
付
の
期
限
か
ら
納
付
さ
れ
る

ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
本
税
と

併
せ
て
延
滞
金
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

延
滞
金
は
、
次
の
割
合
を
掛

け
て
計
算
し
ま
す
。

〇
納
付
の
期
限
の
翌
日
か
ら

１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で

年
「
７
・
３
％
」
と
「
前

年
の
11
月
30
日
現
在
の
公
定

歩
合
＋
４
％
」
の
い
ず
れ
か

低
い
割
合

○
納
付
の
期
限
の
翌
日
か
ら

１
カ
月
を
過
ぎ
た
日
以
後

年
14
・
６
％

納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
督
促

状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た

日
か
ら
10
日
を
経
過
す
る
日
ま

で
に
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
、

滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

滞
納
処
分
と
は
、
期
限
内
に

納
付
し
た
人
と
期
限
を
す
ぎ
て

も
納
付
し
な
い
人
と
の
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
、
納
税
者
が

自
主
的
に
納
付
し
な
い
場
合
に

こ
れ
を
強
制
的
に
徴
収
す
る
た

め
の
手
続
き
を
い
い
ま
す
。

督
促
状
の
送
付
を
受
け
て
も

納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
が
行
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
差
し
押
さ

え
が
さ
れ
る
と
、
納
税
者
は
そ

の
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
差
し
押
さ

え
の
対
象
と
な
る
財
産
は
、
土

地
・
建
物
と
い
っ
た
不
動
産
、

預
金
、
あ
る
い
は
動
産
、
有
価

証
券
な
ど
多
様
で
す
。

差
し
押
さ
え
を
受
け
て
な
お

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
差
し

押
さ
え
ら
れ
た
財
産
が
売
却

（
公
売
）
さ
れ
、
そ
の
売
却
代
金

が
滞
納
税
額
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

税
務
課
か
ら
の

おお
願願
いい
と
おお
知知
らら
せせ

平
成
15
年
度
分
の
固
定
資
産

税
・
村
県
民
税
か
ら
、
納
期
前

納
付
報
奨
金
の
支
給
額
が
変
わ

り
ま
す
。

納
期
前
納
付
報
奨
金
は
、
１

期
の
納
期
内
に
１
年
分
の
税
金

を
支
払
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
平
成
14
年
度
分
ま
で
の

報
奨
金
に
つ
い
て
は
支
給
額
に

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
15
年
度
か
ら
２
期
目
の
税

額
が
１
０
０
、
０
０
０
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
超
え
た
金
額

に
つ
い
て
は
報
奨
金
を
支
給
し

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
報
奨

金
が
固
定
資
産
税
で
９
、
０
０

０
円
、
住
民
税
で
５
、
０
０
０

円
が
限
度
額
に
な
り
ま
す
。

納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
は

自
主
納
税
意
識
の
高
揚
、
税
収

の
早
期
確
保
な
ど
の
た
め
に
昭

和
29
年
か
ら
始
ま
り
、
40
年
以

上
が
経
過
し
た
現
在
、
自
主
納

税
意
識
の
高
揚
、
口
座
振
替
制

度
の
普
及
、
低
金
利
な
ど
、
社

会
経
済
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
村
税
の
支
払
を
口
座

振
替
さ
れ
て
い
る
人
に
は
領
収

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
事

務
事
業
・
経
費
削
減
の
た
め
平

成
15
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

支
払
い
の
確
認
は
、
預
金
通
帳

の
記
帳
を
も
っ
て
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
の
必
要
な
人

は
税
務
課
ま
で
、
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
発
行
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
、
車
両
の
継
続
検
査
に
必

要
な
の
で
今
ま
で
ど
お
り
郵
送

い
た
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
古
く
な
っ
て
乗
れ
な

い
オ
ー
ト
バ
イ
（
１
２
５
㏄
以

下
）
や
耕
う
ん
機
な
ど
に
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
物
を
見
か
け

ま
す
。
廃
車
手
続
き
を
し
な
い

と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
場
合
も
廃
車
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
譲
渡
し

た
と
き

②
所
有
者
が
村
か
ら
転
出
し
た

と
き

オ
ー
ト
バ
イ
（
１
２
５
㏄
以

下
）
の
廃
車
手
続
き
に
は
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
、
標

識
交
付
証
明
書
が
必
要
で
す
の

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

車
庫
な
ど
に
ね
む
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

乗
れ
な
く
な
っ
た
ら
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
返
し
て
廃
車
の
手
続
き
を

納
期
内
に
納
税
を

し
ま
し
ょ
う

納
期
前
納
付
報
奨
金
の

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

口
座
振
替
に
よ
る

支
払
い
確
認
は
通
帳
で

廃
車
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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私
は
、
昨
年
12
月

に
土
地
を
売
り
、
今

年
１
月
に
所
有
権
移
転
登
記
を

済
ま
せ
ま
し
た
。
土
地
の
所
有

権
は
既
に
買
主
に
移
転
し
て
い

る
の
で
、
私
に
は
平
成
15
年
度

の
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
な

い
の
と
思
う
の
で
す
が
。

平
成
15
年
度
の
固

定
資
産
税
は
あ
な
た

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
地

方
税
法
の
規
定
に
よ
り
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
現
在
、
土
地

登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記

さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
平

成
15
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を

課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
で
す
。

私
は
１
月
に
社
会

保
険
か
ら
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
の
で
す
が
、

国
民
健
康
保
険
税
は
ど
の
よ
う

に
計
算
さ
れ
、
い
つ
支
払
い
を

す
る
の
で
す
か
。

国
民
健
康
保
険
税

額
は
、
次
の
計
算
方

法
で
得
た
額
の
合
計
額
に
な
り

ま
す
。（
加
入
者
に
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
が
い
る
場
合
は
、

同
様
な
方
法
で
介
護
保
険
料
が

加
算
さ
れ
ま
す
）

所
得
割
額：

前
年
の
所
得
に
応

じ
て
計
算

資
産
割
額：

そ
の
年
の
資
産
税

額
に
応
じ
て
計
算

均
等
割
額：

世
帯
の
加
入
者
数

に
応
じ
て
計
算

平
等
割
額：

加
入
世
帯
一
律
に

掛
か
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
は
年
度

（
４
月
〜
３
月
）
分
を
10
回
の
納

期
（
５
月
〜
２
月
）
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
の
よ
う
に
年
度
の
途

中
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
加
入
し
た
月
か
ら

私
は
船
橋
市
に
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、

平
成
15
年
１
月
15
日
に
長
生
村

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
15
年
度
の
村
・
県
民
税
は
ど

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
15
年
度
か
ら
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
土
地
・
家
屋
の
納
税
者
で
あ
れ
ば
、
本
人
所
有

以
外
の
も
の
で
も
縦
覧
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
縦
覧
に
は
条
件
に

よ
り
、
若
干
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
と
　
き

４
月
１
日
（
火
）
〜
４
月
30
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
と
こ
ろ

税
務
課
窓
口

◇
問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
　
（
32
）
２
１
１
３

※
縦
覧
を
す
る
人
は
、
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
運
転
免
許
証

な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
縦
覧
期
間
中
は
、
土
地
閲
覧
台
帳
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

みなさんの疑問にお答えします

税税に関関するＱＱ＆＆ＡＡ
税務課には次のような問い合わせが、たくさん寄せられてい
ますので、Ｑ＆Ａ方式でご紹介いたします。

土
地
価
格
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

家
屋

年
の
途
中
で
土
地
の
売
買

が
あ
っ
た
場
合
は
だ
れ
が

税
金
を
払
う
の
で
す
か

国
保
税
は
ど
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
る
の
で
す
か

ＱＡ

ＱＡ

年
の
途
中
で
引
っ
越
し
た

場
合
の
納
税
は
ど
こ
に

Ｑ

ち
ら
に
納
め
る
の
で
す
か
。

村
・
県
民
税
は
そ

の
年
の
１
月
１
日
現

在
の
住
所
地
の
市
町
村
で
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
、
平
成
15
年
１

月
１
日
現
在
は
船
橋
市
に
お
住

ま
い
で
し
た
か
ら
、
そ
の
後
引

っ
越
し
た
と
し
て
も
、
平
成
15

年
度
分
の
村
・
県
民
税
は
長
生

村
で
は
課
税
さ
れ
ず
に
、
船
橋

市
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

３
月
ま
で
の
月
割
り
と
な
り
、

10
期
目
の
納
期
（
２
月
末
日
）

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

Ａ

１月１日の所有者に課税されます
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国
で
は
、
平
成
12
年
４
月

に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
地
方
分
権
型
社
会
の
実

現
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し

た
。
住
民
の
最
も
身
近
な
市

町
村
は
、
高
度
化
・
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
し
、
個
性
豊
か
な
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
行
財
政

基
盤
を
強
化
し
、
地
方
分
権

を
担
う
こ
と
の
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

町
村
合
併
は
ひ
と
つ
の
有
効

な
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
で
も
、
市
町
村
合
併

の
推
進
を
目
的
に
小
規
模
自

治
体
の
優
遇
措
置
廃
止
な

ど
、
地
方
交
付
税
制
度
を
見

直
す
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。市

町
村
合
併
と
は
、
合
併

相
手
と
の
異
な
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
回
は
、
平
成

13
年
度
決
算
状
況
に
よ
り
長

生
郡
市
７
市
町
村
の
財
政
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政状況その１

※市町村税：市町村民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、鉱産税、特別土地保有税などです。歳入に占める割合が高い
ほど財政基盤が強くなります。

※地方交付税：地方自治体の財政力には差があるため、各自治体が一定基準の行政サービスを行えるように国から財政力に応
じて配分されます。歳入に占める割合が高いほど国への依存度が大きくなります。

※国県補助金：各種事業に対する国や県からの補助金をいいます。

※標準財政規模：自治体が通常レベルの行政活動を行う上で、
必要な一般財源額をいいます。

※財政力指数：財政力の強さを示す指標です。１に近いほど財政
力が強く、１を超えると普通交付税がなくなります。

※経常収支比率：人件費、物件費、公債費などに充当された経
常一般財源の比率をいいます。比率が低いほど財政構造に弾力

性が富んでいることになります。

※公債費比率：標準財政規模に対する公債費充当一般財源の割合
をいいます。（15％を超えると注意）

財政状況その２

合併問題を考える

歳入に占 歳入に占
歳入総額 うち市町 うち地方 うち国県 める市町 める地方 歳 出 総 額
（千円） 村 税 額 交付税額 補 助 金 村 税 の 交付税の （千円）

（千円） （千円） （千円） 割 合 割 合
長生村 5,567,227 1,851,246 1,714,094 572,766 33.3％ 30.8％ 5,159,374

茂原市 27,962,770 13,052,828 3,016,899 2,615,185 46.7％ 10.8％ 27,147,034

一宮町 3,978,873 1,279,719 1,277,122 412,227 32.3％ 32.3％ 3,825,270

睦沢町 4,302,822 849,448 1,335,509 536,766 19.7％ 31.0％ 3,972,354

白子町 4,373,082 1,279,742 1,521,246 317,360 29.9％ 35.5％ 4,212,067

長柄町 5,409,600 1,166,785 1,255,519 371,961 21.6％ 23.2％ 4,979,228

長南町 5,150,043 1,441,777 1,448,059 246,101 28.7％ 28.8％ 4,894,814

合　計 56,744,417 20,921,545 11,568,448 5,072,366 54,190,141

標準財政規 財政力 経常収 公債費
模（千円） 指　数 支比率 比　率

長生村 3,388,535 0.505 67.7％ 10.2％

茂原市 17,707,006 0.808 86.6％ 13.6％

一宮町 2,799,104 0.523 84.3％ 7.8％

睦沢町 2,354,695 0.424 77.3％ 8.4％

白子町 3,053,613 0.470 81.3％ 9.8％

長柄町 2,667,137 0.496 80.9％ 9.8％

長南町 3,244,316 0.522 77.4％ 9.3％
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※財政調整基金：財源の不足を補うための積立金をいいます。
※地方債：国や銀行などからの借入金をいいます。
※債務負担行為：複数年度にわたり支出が決まっている契約
などのことをいいます。

合
併
重
点
支
援
地
域
の

指
定
を
受
け
ま
し
た

平
成
14
年
12
月
19
日
に
長
生

郡
市
７
市
町
村
の
首
長
と
議
長

が
県
庁
を
訪
ね
、
堂
本
知
事
に

「
合
併
重
点
支
援
地
域
」
の
指
定

を
要
請
し
ま
し
た
。

12
月
24
日
に
千
葉
県
市
町
村

合
併
支
援
本
部
が
開
催
さ
れ
、

長
生
郡
市
７
市
町
村
が
合
併
重

点
支
援
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
で
は
７
番
目
の
指
定

に
な
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
重
点
支
援
地
域
の

指
定
に
つ
い
て
の
要
請
原
文

長
生
郡
市
７
市
町
村
は
、
平

成
９
年
５
月
「
長
生
郡
市
市
町

村
合
併
問
題
調
査
研
究
会
」
を
、

さ
ら
に
平
成
14
年
９
月
任
意
の

協
議
会
で
あ
る
「
長
生
郡
市
合

併
問
題
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

長
生
郡
市
の
合
併
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
議
論
を
深
め

検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
、
合

併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
し

て
い
た
だ
き
た
く
要
請
い
た
し

ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
配
慮
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
の
是
非
に
つ
い
て
の

ス
タ
ー
ト

合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定

を
受
け
、
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い

く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま

し
た
。
今
後
は
法
定
合
併
協
議

会
の
設
置
を
含
め
て
、
よ
り
詳

細
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
関
係
市
町
村
で
協

議
し
て
合
意
さ
れ
た
内
容
を
も

と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
に
、
調
査
・
研
究
の
結
果
や

各
市
町
村
を
取
り
巻
く
状
況
を

検
討
し
て
、
法
定
合
併
協
議
会

に
加
わ
る
か
ど
う
か
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
で
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一般会計 一般会計債 特別会計 広域市町
積立金 うち財政 地方債現 務負担行為 地方債残 村圏組合 地方債残 １人当り
現在高 調整基金 在高 残高 高 地方債残 高合計 債務残高
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 高（千円） （千円） （千円）

長生村 1,696,160 1,332,568 3,059,967 74,535 3,952,287 2,482,138 9,568,927 650

茂原市 466,384 206,458 28,086,323 17,783,515 17,180,491 17,965,328 81,015,657 850

一宮町 1,371,142 863,580 2,786,893 464,058 699,932 2,105,535 6,056,418 499

睦沢町 1,526,472 953,257 3,099,796 310,856 88,687 1,628,522 5,127,861 624

白子町 1,117,262 571,345 2,843,640 19,630 2,293 2,317,305 5,182,868 382

長柄町 1,002,838 693,669 3,788,360 68,299 602,567 2,078,425 6,537,651 756

長南町 2,767,194 626,026 3,268,973 1,583,387 3,397,744 2,190,991 10,441,095 979

合　計 9,947,452 5,246,903 46,933,952 20,304,280 25,924,001 30,768,244 123,930,477

長生村 

白子町 
茂原市 

長柄町 

長南町 
睦沢町 

一宮町  

 
市
原
市 

夷隅郡 

山武郡 

知事へ合併重点支援地域の指定を要請

参考資料（市町村
別の人口と面積）

・人口は平成15年

１月１日現在

・面積は、君津市

( 318.83 k㎡ )と

ほぼ同じ面積

人口（人） 面積（k㎡）
長生村 14,721 28.32

茂原市 95,336 100.01

一宮町 12,136 23.02

睦沢町 8,219 35.59

白子町 13,567 27.46

長柄町 8,651 47.20

長南町 10,666 65.38

合　計 163,296 326.98

財政状況その３
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村
で
は
平
成
15
年
４
月
か
ら
始
ま
る

学
童
保
育
所
の
入
所
児
童
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
入
所
で
き
る
人

村
内
に
在
住
し
て

い
る
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
児
童
で
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

の
理
由
よ
り
昼
間
常
に
不
在
の
た
め

面
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭

の
児
童

◇
募
集
期
間

２
月
３
日
（
月
）
〜
２

月
14
日
（
金
）

◇
提
出
書
類

学
童
保
育
入
所
申
請
書
、

雇
用
証
明
書

※
用
紙
は
、
役
場
、
小
学
校
及
び
保
育

所
で
配
布
し
ま
す
。

◇
保
育
場
所

八
積
小
学
校
敷
地
内
学
童
保
育
所

◇
保
育
日
及
び
保
育
時
間

①
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
　
午
後
２
時

〜
６
時

②
学
校
休
業
日

（
日
曜
日
及
び

祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
６
時

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年

10
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、

ま
だ
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

２
月
15
日
か
ら
３
月
15
日
は
風
し
ん

予
防
接
種
の
強
化
月
間
で
す
。

風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
か
か

る
と
、
先
天
性
異
常
児
の
生
ま
れ
る
心

配
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
異
常
児

の
出
生
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
６
年
度
ま

で
は
中
学
生
女
子
を
対
象
に
予
防
接
種

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
中
学
生
女

子
だ
け
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
し
て

も
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
以
上
の
男

子
の
風
し
ん
の
予
防
は
で
き
ま
せ
ん
。

５
年
か
ら
10
年
お
き
に
流
行
す
る
風

し
ん
は
、
妊
婦
に
と
っ
て
不
安
な
も
の

で
す
。
ま
た
、
平
成
７
年
度
接
種
時
期

の
改
正
も
あ
り
、
昭
和
54
年
４
月
２
日

総
務
省
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次
の
よ
う
な

人
に
慰
藉
の
念
を
示
す
た
め
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯
な
ど
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

①
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、
恩
給
欠
格
者

②
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人

な
お
、
引
き
揚
げ
者
か
ら
の
請
求
期

限
は
平
成
15
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
請
求
書
類
は
、
役
場
健
康
福
祉

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
請
求
さ
れ
た
人
は
、

茂
原
保
健
所
で
は
精
神
保
健
福
祉
業

務
の
一
環
と
し
て
、
精
神
障
害
者
を
抱

え
る
家
族
を
対
象
に
家
族
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

◇
と
　
き

２
月
７
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ

長
生
合
同
庁
舎
３
階

第
３
、
第
４
会
議
室

◇
内
　
容

講
演
「
家
族
の
た
め
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
社

会
生
活
技
能
訓
練
）」

講
師
　
国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校
Ｓ

Ｓ
Ｔ
普
及
協
会
認
定
講
師

土
屋
　
徹
　
氏

◇
参
加
対
象

精
神
障
害
を
抱
え
る
人

の
家
族

◇
問
い
合
わ
せ

茂
原
保
健
所
疾
病
対
策
課

（
22
）
５
１
６
７

◇
保
育
料

月
額
８
、
０
０
０
円
（
予
定
）

◇
問
い
合
わ
せ

住
民
課

（
32
）
２
１
１
５

※
八
積
小
学
校
の
児
童
は
迎
え
が
、
高

根
・
一
松
小
学
校
の
児
童
は
送
迎
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

学
童
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集

風
し
ん
予
防
接
種

強
　
化
　
月
　
間

か
ら
昭
和
62
年
10
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
人
の
中
に
は
未
接
種
者
が
多

い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
未
接
種
者
は
平
成
15
年
９

月
30
日
ま
で
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ

う
法
律
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
ぜ
ひ
受
け
て
く

だ
さ
い
。

未
接
種
者
は
長
生
村
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

32
）
６
８
０
０

恩
給
欠
格
者
を

対
象
に

精
神
障
害
者
を

抱
え
る
み
な
さ
ん
へ

請
求
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ

総
務
省
認
可
法
人
平

和
記
念
事
業
特
別
基
金

０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.h
eiw
a.o
r.jp
/

税金は納期内に納税を　　　口座振替の人は残高の確認をお願いします
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所得税の確定申告の時期が近づ

いてきましたね。

みなさんは、国民年金保険料が

所得額から控除されることをご存

知ですか。

平成14年１月から12月までに

納めたご本人やご家族の保険料は

全額社会保険料控除となり、所得

税や住民税が安くなります。平成

14年１月から12月までの保険料

は、下の表のとおりです。

このほか、昨年中に納めた前納

保険料や追納保険料なども控除の

対象となりますので、忘れずに申

告してください。

千
葉
県
で
は
、
自
閉
症
な
ど
の
特
有

な
発
達
障
害
を
有
す
る
障
害
児
（
者
）

及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談
・
療

育
・
就
労
支
援
を
24
時
間
体
制
で
総
合

的
に
行
う
拠
点
と
し
て
「
千
葉
県
自
閉

症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
10

月
に
設
置
し
、
自
閉
症
児
（
者
）
な
ど

の
福
祉
向
上
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
図
っ

て
い
ま
す
。

◇
所
在
地

本
部

千
葉
県
自
閉
症
・
発
達
障
害

支
援
セ
ン
タ
ー

当
座
預
金
・
普
通
預
金
・
別
段
預
金

は
、
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
引
き
続
き

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定
期
預
金
な
ど

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
元
本

１
、
０
０
０
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が

保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分

は
、
破
た
ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。（
一
部
カ

ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金

な
ど
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金
が
全
額

保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
預
金

保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金
保
険
制

度
と
も
に
同
様
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た

平成14年
１ヵ月 13,700円

１月～12月

１年分の保険料 164,400円

平成14年
１ヵ月 13,300円

１月～12月

１年分の保険料 159,600円

定 額 保 険 料 156,770円

付加込み保険料 161,480円

定額保険料

定額保険料＋付加保険料

１年前納
(平成14年4月～平成15年3月)

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������国民年金 

確定申告に国民年金
保険料を忘れずに

香
取
郡
下
総
町
名
木
字
助
沢
５
１
１

〜
１
５
　
し
も
ふ
さ
学
園
内

０
４
７
６
（
96
）
１
５
２
７

fax

０
４
７
６
（
96
）
０
４
１
４

千
葉
事
務
所

千
葉
県
自
閉
症
・
発
達

障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
　
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
キ
ャ
ス
）

千
葉
市
中
央
区
院
内
１
丁
目
２
番
７

ア
マ
ノ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
階

０
４
３
（
２
２
７
）
８
５
５
７

fax

０
４
３
（
２
２
７
）
８
５
５
９

※
支
援
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
は
、
千
葉
事

務
所
・
本
部
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
な

ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
日
本
語

が
わ
か
ら
な
い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

在
住
外
国
人
の
た
め
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
講
座

こ
う
な
り
ま
す
！

預
金
保
険
制
度

は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産
業
協
同
組

合
貯
金
保
険
機
構
、
財
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
の
先
生
の
お
話
や
楽
し
い
パ
ー
テ

ィ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
友
だ
ち
と

ご
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き

２
月
９
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

千
葉
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
室
（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
　
海
浜
幕
張

駅
下
車
　
徒
歩
３
分
）

◇
内
　
容

①
行
政
書
士
に
よ
る
話
（
生
活
上
の

ト
ラ
ブ
ル
事
例
な
ど
）

②
日
本
語
教
室
、
健
康
保
険
、
教
育

問
題
な
ど

③
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

◇
参
加
費

無
料

◇
申
し
込
み

(

財)

ち
ば
国
際
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
　
千
葉
県
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー

０
４
３
（
２
９
７
）
０
２
４
５
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

文
化
会
館
で
１
月
13
日
に
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
市
原
村

長
が
「
与
え
ら
れ
た
権
利
と
義
務
を
果
た
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
代
表
の
田
中
貴
章
さ
ん
は
謝
辞
で
「
今
日
、
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ

か
ら
こ
の
恩
を
返
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
中
学
校
時
代
の
先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
近
況
報
告
や
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

１
９
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

長
　
生
　
村
　
成
　
人
　
式

中学時代を思い出して話がはずみます

代表して記念品を受け取る石塚みゆ希さん

代
表
謝
辞
を
務
め
た

田
中
貴
章
さ
ん

村
民
憲
章
を
宣
言
し
た

西
川
忠
宏
さ
ん

なごやかに行われた懇親会

みんなそろって晴れ着でポーズ
13

八
積
保
育
所
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
12
月
24
日
に
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、

園
児
た
ち
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
登
場
。
驚
き
の
歓
声
に
出
迎
え
ら
れ
た
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
、
園
児
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
園
児
た
ち
は

大
喜
び
し
な
が
ら
、
大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と
う
」

と
サ
ン
タ
さ
ん
に
お
礼
を
い
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
サ
ン
タ
さ
ん
と
記
念
写
真
も
撮
り
、

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
い
子
で
待
っ
て

い
ら
れ
た
か
な
？

プレゼントをもらい笑顔の園児たち

平
成
15
年
の
元
旦
に
一
松
海
岸
で
、
新
年
を
祝
う

「
な
が
い
き
元
旦
祭
」
が
村
観
光
協
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
、
０
０
０
人

以
上
が
集
ま
り
、
無
料
配
布
さ
れ
た
甘
酒
で
暖
を
取

り
な
が
ら
、
も
し
か
し
た
ら
と
元
旦
の
日
の
出
を
待

ち
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
初
日
の
出
は
拝
め
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
怒
涛と

う

い
な
さ
太
鼓
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

気
迫
の
こ
も
っ
た
和
太
鼓
の
打
ち
込
み
を
聞
き
な
が

ら
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

日
の
出
よ
り
も

熱
く
燃
え
て

小雨の降る中で気迫のこもった打ち込みが行われました

茂
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
る
長
生
郡
市
消
防
団

出
初
式
に
先
立
ち
、
第
６
支
団
（
長
生
村
）
の
出

発
式
が
１
月
10
日
に
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
出
動
団
員
数
は
１
１
５
人
。
午
前
８

時
に
役
場
駐
車
場
に
集
合
し
、
高
仲
支
団
長
か
ら

「
昨
年
末
の
夜
警
は
み
な
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
年
も
地
域
住
民
の
平
和
と
財
産
を
守
る
た
め

に
、
健
康
に
十
分
注
意
し
て
職
務
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
訓
辞
を
受
け
た
後
、
表
彰
の
伝
達
を
行

い
出
初
式
に
臨
み
ま
し
た
。

出
初
式
の
前
に

支団長の訓示を受けていざ出初式へ

※
お
詫
び
と
訂
正

１
月
号
12
ペ
ー
ジ
村
の
で
き
ご
と
「
住
民
福
祉
大
会
」
の
写
真
説
明
が
５
年
生
の
石
橋
く
ん
と
あ
り
ま
し
た
が
６
年
生
の
大
塚
く
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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健
診
と
予
防
接
種

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
11
年
10
・
11
・
12
月
生
）

と
　
き
＝
２
月
５
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
14
年
２
・
７
・
10
月
生
）

と
　
き
＝
２
月
26
日
（
水
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

２
月
７
日
（
金
）

〃
　
21
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分
測

定
・
み
そ
汁
塩
分
測
定
・
保
健

指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
７
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

教
室
の
開
催

個人の健康状態を記録します（健康相談にて）

▽
二
歳
児
教
室

（
Ｈ
12
年
９
月
〜
12
月
生
）

と
　
き
＝
２
月
13
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
前
９
時
45
分
〜

10
時

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

昨年12月10日、茂原保健所管内母子保健推進員研

修会に参加し「未成年・次代を生み育む若い女性の

喫煙と害」という演題の講演を拝聴しました。

タバコは「百害あって一利なし」とわかっていて

もやめられないという人が多くいるそうです。若い

女性の喫煙は自分自身の問題だけでなく、これから

生み育てていく子どもへの影響も大きく関係してき

ます。20代､30代女性の喫煙率は年々上昇してきて

おり、喫煙妊婦の40％は禁煙できずにいるそうです。

一度吸い始めると止めたくても止められないのがタ

バコの怖いところです。また、タバコの煙は主流煙

よりも副流煙の方に有害物質が多く含まれており、

他人のタバコからの副流煙を吸ってしまう受動喫煙

の害もあるそうです。

講師の「タバコを吸う

ということは、高速道路

のまんなかを歩くような

もの」という言葉が印象

に残りました。

▽
マ
マ
・
パ
パ
教
室

と
　
き
＝
２
月
14
日
（
金
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
15
分
〜
１

時
30
分

と
　
き
＝
２
月
22
日
（
土
）

〃
　
27
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
前
９
時
15
分
〜
９

時
30
分

み
ん
な
の
大
切
な
空
気
を

よ
ご
さ
な
い
で

今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ

ば
」
は
、
10
日
（
月
）
・
27

日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
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保健師だより

薬と上手薬と上手に
つきあおうつきあおう

今月の担当は小高です

○
ど
ん
な
時
に

薬
を
飲
み
忘
れ
る
か
？

う
っ
か
り
忘
れ

痛
み
な
ど

の
つ
ら
い
症
状
が
あ
る
時
に
は

忘
れ
る
こ
と
な
く
薬
を
飲
む
も

の
で
す
が
、
自
覚
症
状
の
無
い

場
合
に
は
「
飲
ま
な
く
て
は
」

と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
り
に
く

く
忘
れ
が
ち
で
す
。

記
憶
が
あ
い
ま
い

複
数
の

薬
を
併
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、

薬
ご
と
に
服
用
量
や
時
間
が
異

な
る
な
ど
飲
み
方
が
複
雑
に
な

り
、
飲
み
忘
れ
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
己
判

断
で
服
用
を
調
節
し
た
り
中
止

し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
結
果
的
に
飲
み

忘
れ
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
飲
み
忘
れ
と
薬
の
効
果

薬
が
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る

に
は
、
薬
の
成
分
が
体
内
に
一

定
以
上
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
薬
の
成
分
が
ど
の

く
ら
い
体
内
に
存
在
し
て
い
る

か
は
「
血
中
濃
度
」
で
示
さ
れ

ま
す
。（
下
図
参
照
）

薬
を
飲
み
忘
れ
る
と
、
薬
の

量
が
不
足
し
て
血
中
濃
度
が
有

効
域
に
達
せ
ず
薬
の
効
果
は
十

分
に
現
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

○
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
工
夫

飲
む
時
間
毎
に
分
類
す
る

袋
な
ど
を
利
用
し
て
、
朝
・

昼
・
夕
・
就
寝
前
な
ど
と
飲
む

時
間
帯
毎
に
薬
を
分
け
て
保
管

し
ま
す
。
日
付
も
記
入
し
ま
し

ょ
う
。

一
包
化
す
る

多
く
の
薬
局
で
、
数
種
類
の

薬
を
飲
む
時
間
帯
毎
に
１
つ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
「
一
包
化
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
包
化
す
る
と
ど
れ
か
１
種
類

を
飲
み
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
。

箱
や
カ
レ
ン
ダ
ー
グ
ッ
ズ
を

利
用
す
る

飲
む
時
間
毎
の
仕
切
り
と
か

ポ
ケ
ッ
ト
が
付
い
て
い
る
箱
や

カ
レ
ン
ダ
ー
グ
ッ
ズ
が
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
１

週
間
分
の
薬
を
１
回
ご
と
に
分

け
て
入
れ
て
お
く
と
、
「
飲
ん

だ
・
飲
ま
な
い
」
が
一
目
で
わ

か
り
、
飲
み
忘
れ
や
重
複
し
て

飲
む
こ
と
を
防
げ
ま
す
。

○
飲
み
忘
れ
た
時
の
対
処
法

薬
を
飲
み
忘
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
次
の
時
に
２
回
分
飲
ん

だ
り
す
る
と
薬
の
血
中
濃
度
が

高
く
な
り
す
ぎ

て
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、

次
の
服
用
時
間

の
直
前
に
飲
ん

で
も
、
２
回
分

飲
む
の
と
同
様

に
血
中
濃
度
が

高
く
な
り
過
ぎ

ま
す
。

飲
み
忘
れ
に

気
付
い
た
時

は
、
次
の
回
ま

で
ど
の
く
ら
い

時
間
が
あ
い
て

い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
次
の
回
ま
で
の
間
隔
が
、

１
日
１
回
の
薬
は
８
時
間
以
上
、

２
回
の
薬
は
５
時
間
以
上
、
３

回
の
薬
は
４
時
間
以
上
あ
る
場

合
は
、
一
般
に
そ
の
時
点
で
忘

れ
た
分
を
飲
み
、
次
の
回
か
ら

い
つ
も
ど
お
り
に
飲
み
ま
す
。

間
隔
が
そ
れ
以
下
の
場
合
は
、

忘
れ
た
分
を
１
回
飛
ば
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
一
般
的
な
目
安
で
す
の

で
、
自
分
の
飲
ん
で
い
る
薬
に

つ
い
て
飲
み
忘
れ
た
時
の
対
処

法
を
医
師
や
薬
剤
師
に
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て
お
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
薬
の
飲
み
方
の
基
本

薬
は
た
っ
ぷ
り
の
水
で
、
上

体
を
起
こ
し
た
姿
勢
で
飲
む
の

が
基
本
で
す
。
寝
た
き
り
の
人

の
場
合
は
上
体
を
出
来
る
だ
け

90
度
近
く
起
こ
し
た
姿
勢
で
飲

ま
せ
、
飲
ん
だ
後
は
す
ぐ
に
横

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

水
の
量
が
少
な
い
と
薬
が
喉
に

貼
り
付
い
て
む
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
食
道
に
ひ
っ

か
か
り
そ
こ
で
薬
が
溶
け
て
炎

症
や
潰
瘍
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

中
毒 

有
効 

無
効 

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

服用 のみ 
忘れ 

時間経過 

薬
の
血
中
濃
度 

高 

低 

効果が大きく、副作用が少ない範囲が有効域。のみ忘れ
ると濃度が無効域にまで下がる。２回分のんだりすると、
副作用の起こりやすい中毒域に達することがある。

薬 の 血 中 濃 度

正しい服用

のみ忘れ
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

小
倉
　
希
生

茂

曽
　
根

近
藤
　
朋
花

司
　

驚

前
田
　
光
平

志
信
　
七
井
土

鈴
木
　
絢
也

直
樹
　
七
井
土

増
田
　
悠
大

純

七
井
土

出
生
・
死
亡
（
12
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

ち
ぎ
り
絵
は
、
１
枚
の
色
和
紙

を
手
で
何
枚
に
も
薄
く
剥は

い
で
明

暗
を
作
り
出
し
た
り
、
ち
ぎ
っ
て

線
の
柔
ら
か
味
を
出
し
た
り
と
い

う
よ
う
に
、
手
先
の
繊
細
さ
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

ち
ぎ
り
絵
を
習
い
始
め
て
６
年

に
な
り
ま
す
。
花
や
人
物
な
ど
静

物
画
を
中
心
に
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
初
め
て
風
景
画
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
10
号
サ

イ
ズ
（
縦
50
㎝
・
横
55
㎝
）
と
い

う
大
作
で
す
。

出
雲
紙
、
神
戸
紙
、
板
締
め
紙

と
い
う
３
種
類
の
和
紙
を
使
い
ま

し
た
。
木
の
葉
の
部
分
で
は
、
剥

ぎ
方
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
遠
近
感

と
動
き
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
の
根
元
に
は
お
花
を
咲
か
せ
て

春
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
作
っ
た
作
品
は
、
友

だ
ち
や
孫
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
技

術
を
み
が
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講
師
か
ら
一
言

風
景
画
は
季
節
感
を
だ
す
こ
と

と
遠
く
の
景
色
を
大
切
に
し
ま
す
。

そ
の
点
こ
の
作
品
は
大
変
良
く
で

き
て
い
ま
す
ね
。

中島りさ子さん
（宮ノ台）

まんがで選挙を考える

投　票　参　加
まるはま
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,340人(+15)

女　7,381人 (+5)

計 14,721人(+20)

■世帯数

4,923戸 (+18)

１月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

森
田
　
鉄
也
　
82
歳
　
金
　
田

清
水
　
義
之
　
70
歳
　
金
　
田

石
塚
　
ア
キ
　
94
歳
　
岩
　
沼

井
桁
　
京
子
　
74
歳
　
宮
ノ
台

鵜
澤
　
敏
男
　
78
歳
　
一
松
新
屋
敷

海
老
根
　
壬
　
84
歳
　
新
　
田

宮
本
　
倉
治
　
77
歳
　
高
根
新
屋
敷

木
島
　
ナ
ツ
　
93
歳
　
中
之
郷

石
井
ハ
ル
ミ
　
59
歳
　
岩
　
沼

稲
垣
　
政
雄
　
70
歳
　
市
ヶ
谷

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

女性３世代

ちょっと
緊張！

お母さんは娘の、おばあちゃんは

孫の成人を祝ってハイ、チーズ。自

分たちの成人式を思い出しますね！

長生郡市広域市町村圏組合消防団の

出初式。今年は第６支団（長生村）が

団旗入場の大役を務めました。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

ぼくの夢は、カメラマンになること

です。ヨーロッパ各地へ行き、有名な

建物や素晴らしい自然の写真をたくさ

んとって、世界中の人々に写真を通し

て美しい感動を伝えたいと思います｡

渡辺　敬太くん

高　根　小

６　年

私の夢は、保育士になることです。

小さな子の笑顔をみたいし、小さな子

が、とっても好きだからです｡いっし

ょに歌ったり、遊んだりしたいです。

森　優子さん

一　松　小

６　年
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
今年の確定申告、総合福祉センターで行う受け
付けは２月何日の月曜日からですか？
１、３日（月） ２、10（月） ３、17（月）
◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょう
せいに対する意見を記入して応募してくださ
い。
◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７
長生村役場総務課広報広聴係
◇締め切り ２月14日
◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げま
す。
◇先月の答え ２、学童保育
◇当選者　小高正美さん、渡辺智子さん

原崎恵美子さん

心に
残る旅

千
葉
県
知
事
表
彰

◎
精
勤
章

長
生
支
庁
表
彰

第
１
分
団
第
５
部
団
員

矢
部
　
泰
光
（
信
　
友
）

第
１
分
団
第
５
部
団
員

矢
部
　
久
広
（
信
　
友
）

第
３
分
団
第
１
部
団
員

田
中
　
智
樹
（
北
中
瀬
）

管
理
者
表
彰

◎
功
労
章

第
１
分
団
第
５
部
団
員

植
草
　
規
尚
（
信
　
友
）

第
３
分
団
第
４
部
部
長

野
口
　
一
政
（
蟹
　
道
）

長
生
支
部
長
表
彰

◎
功
労
章

第
１
分
団
第
１
部
部
長

浅
野
　
正
利
（
金
　
田
）

第
１
分
団
第
４
部
部
長

岡
本
　
高
直
（
岩
　
沼
）

第
２
分
団
第
３
部
団
員

御
園
生
義
和
（
新
　
田
）

第
２
分
団
第
５
部
団
員

小
高
　
　
清
（
小
泉
南
）

第
３
分
団
第
４
部
団
員

遠
山
　
吉
明
（
大
坪
西
）

第
３
分
団
第
５
部
部
長

藍
　
　
哲
也
（
入
山
津
）

◎
精
勤
章

第
１
分
団
第
１
部
団
員

小
林
　
茂
和
（
金
　
田
）

第
１
分
団
第
２
部
部
長

今
井
　
　
徹
（
七
井
土
）

第
１
分
団
第
３
部
部
長

石
井
　
洋
一
（
薮
　
塚
）

第
１
分
団
第
４
部
団
員

佐
瀬
　
圭
一
（
岩
　
沼
）

第
１
分
団
第
５
部
団
員

植
草
　
武
志
（
信
　
友
）

広
域
消
防
出
初
式
で

31
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

年
齢
に
鑑
み
若
干
の
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
気
晴
ら
し
に

な
る
か
と
４
泊
５
日
の
中
国
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
34
人
。
幸
い
近
所
の
石

塚
さ
ん
が
一
緒
だ
っ
た
こ
と
と
、

前
の
旅
行
で
一
緒
だ
っ
た
人
が

何
人
か
い
た
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
楽
し
い
５
日
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
８
日
、
成
田
を

11
時
に
出
発
し
上
海
ま
で
２
時

間
半
、
着
後
早
速
ガ
イ
ド
さ
ん

の
案
内
で
市
内
観
光
。
夕
食
後

は
中
国
雑
技
団
の
演
技
を
鑑
賞
。

話
に
は
聞
い
て
い
た
が
本
場
も

の
だ
け
に
、
そ
の
は
な
や
か
さ

は
抜
群
で
し
た
。
上
海
で
１
泊

し
翌
日
も
市
内
観
光
を
し
、
夕

食
後
の
午
後
６
時
10
分
発
の
飛

行
機
で
宜
昌
に
飛
び
、
日
本
人

客
の
み
で
１
７
０
人
の
チ
ャ
ー

小
川
　
忠
郎
（
岩
　
沼
）

す
ば
ら
し
か
っ
た

三
峡
下
り

１
月
10
日
に
茂
原
市
民
会
館
に
お
い
て
、
長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
平
成
15
年
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
本
村
で
消
防
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
31
人
と
優
良
の
部

と
し
て
第
１
分
団
第
５
部
（
信
友
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
３
副
分
団
長

川
野
清
太
郎
（
昭
　
和
）

第
２
分
団
第
５
部
団
員

諸
岡
　
泰
之
（
高
谷
原
）

第
３
分
団
第
５
部
班
長

東
間
　
和
裕
（
驚
）

◎
優
良
部

第
１
分
団
第
５
部
（
信
　
友
）

長
生
支
庁
長
内
助
功
労
表
彰

第
３
分
団
第
４
部
団
員
夫
人

鵜
澤
　
友
子
（
一
松
新
屋
敷

）

消
防
団
長
内
助
功
労
表
彰

第
３
分
団
第
１
部
団
員
夫
人

丸
島
　
壽
江
（
高
　
塚
）

第
３
分
団
第
４
部
団
員
夫
人

石
井
　
幸
子
（
大
坪
西
）
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作ってみよう！

今月の
料　理

講師の高師さん

鮭の洋風けんちん焼き鮭の洋風けんちん焼き
●材　料（4人分）
・生鮭・・・・・４切れ　　・酒・・・・・・少々
・小麦粉・・・・適宜　　　・きくらげ・・・２枚
・むき海老・・・40ｇ ・卵・・・・・・２個
・塩・・・・小さじ1／4 ・こしょう・・・少々
・グリンピース・・大さじ１
・サラダ油・・・・大さじ１
・マヨネーズ・・・大さじ２
○付け合せ
・春菊・・・1／2束 ・塩・・・・・・少々
・白炒りごま・・・大さじ1／2
・しょう油・・・・少々
☆エネルギー258kcal たんぱく質24.5ｇ 脂肪14.1ｇ

●作り方
①鮭は皮を残し厚みを半分にそいで開き、酒を振っておく。

②きくらげは戻して千切り､むき海老は背わたを取り洗って

細かく切る。グリンピースは水気を切る。

③卵を割りほぐし、塩、こしょうを振っておく。

④フライパンに油を熱し、きくらげ、海老、グリンピースを

炒め、③の卵液を流し入れ、混ぜながら半熟状になったら

火を止め、マヨネーズを加え混ぜる。

⑤オーブンを220℃に暖める。

⑥鮭の片面に小麦粉を振り、④を等分にのせ巻く。オーブン

シートを敷いた鉄板に、巻き終わりを下にして並べ10分

程焼き、焼き色をつける。

⑦付け合せ

春菊は塩茹
ゆ

でし、水気を絞って３㎝の長さに切り、白ごま、

しょう油と和える。

⑧皿に⑥を盛り、⑦を添える。

第
２
分
団
第
１
部
団
員

田
中
　
政
広
（
下
　
村
）

第
２
分
団
第
２
部
部
長

木
島
　
泰
行
（
南
　
部
）

第
２
分
団
第
３
部
部
長

海
老
根
好
宏
（
新
　
田
）

第
２
分
団
第
４
部
団
員

斎
藤
　
宏
芳
（
高
根
新
屋
敷

）

第
２
分
団
第
５
部
団
員

石
川
　
克
巳
（
小
泉
北
）

第
３
分
団
第
２
部
団
員

菊
池
　
伸
晃
（
宮
ノ
台
）

第
３
分
団
第
３
部
団
員

御
園
　
智
一
（
城
之
内
）

第
３
分
団
第
５
部
団
員

古
山
　
浩
司
（
驚
）

消
防
団
長
表
彰

◎
精
勤
章

第
１
分
団
第
５
部
部
長

矢
部
　
　
淳
（
信
　
友
）

タ
ー
船
に
乗
り
継
ぎ
夜
中
河
を

上
り
、
翌
朝
白
帝
城
で
下
船
。

８
０
０
段
の
階
段
を
登
り
前
漢

末
期
の
劉
備
、
孔
明
の
古
事
を

聞
く
。
思
わ
ず
私
も
得
意
の
詩

吟
を
詠
ん
で
下
山
。
再
び
乗
船

し
、
今
回
の
目
的
で
あ
る
三
峡

下
り
へ
。
第
一
、
第
二
、

第
三
と
３
つ
の
渓
谷
を

中
心
に
両
岸
の
風
景
を

堪
能
。
こ
れ
こ
そ
「
絶

景
か
な
」
と
み
な
驚
き

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

翌
朝
宜
昌
で
下
船
し

バ
ス
で
武
漢
観
光
を
経

て
上
海
へ
戻
り
宿
泊
。
最
終
日

は
お
土
産
を
求
め
て
市
内
を
廻

り
、
午
後
の
飛
行
機
で
帰
国
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
や
れ
る
と
の
自
信

と
息
抜
き
を
十
分
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

白
帝
城
を
バ
ッ
ク
に
記
念
の
１
枚
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

３
日
と
17
日

は
、
体
育
館
・

武
道
館
・
弓
道

場
・
薮
塚
球
技

場
は
、
休
館

（
休
場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

14
日
・
21

日
・
28
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

教
室
の
参
加
者
募
集

フフフフ

生
歩
こ
う
会

２
月
の
例
会
案
内

長長長長
２
月
と
も
な
れ
ば
梅
の
た
よ
り
が

聞
か
れ
ま
す
。
関
東
で
も
屈
指
の
曽

我
梅
林
を
訪
ね
ま
す
。

◇
と
　
き

２
月
11
日
（
火
）
建
国
記

念
の
日
　
茂
原
駅
午
前
７
時
集
合
、

７
時
27
分
発
の
快
速
久
里
浜
行
き

乗
車
　
ホ
リ
デ
ー
パ
ス
利
用

※
雨
天
の
場
合
は
２
月
16
日
（
日
）

◇
コ
ー
ス

国
府
津
駅
下
車
、
Ｊ
Ｒ

設
定
の
コ
ー
ス
（
約
13
㎞
）

◇
対
　
象

村
民

民
館
教
室
の

発
表
会
開
催

公公公公

◇
参
加
費

会
員
無
料
、
会
員
以
外

２
０
０
円
（
保
険
代
、
そ
の
他
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
補
償
は
保
険
の
範
囲

以
内
と
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
、
雨
具
、
保
険

証
、
そ
の
他

◇
締
め
切
り

２
月
９
日
（
日
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
地
域
の
交

流
・
親
睦
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お

り
親
子
綱
引
き
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

八
積
・
高
根
・
一
松
地
区
か
ら
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
の
で
、

是
非
応
援
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

２
月
16
日
（
日
）
午
前

８
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

長
生
村
体
育
館

◇
主
　
催

青
少
年
育
成
会
・
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会

12
回
親
子
綱
引
き

大
会
の
開
催

第第第第

公
民
館
教
室
の
み
な
さ
ん
が
一
年

を
通
じ
て
学
習
し
た
成
果
の
発
表
を

演
芸
ま
つ
り
と
併
せ
て
行
い
ま
す
。

舞
台
で
の
発
表
や
実
演
、
作
品
の

展
示
と
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
み

な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

２
月
11
日
（
火
）
建
国
記

念
の
日
　
午
前
９
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

生
涯
学
習
課
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
白
銀
の
中
で
家
族
の
き
ず
な

を
深
め
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き

３
月
７
日
（
金
）
夜
か
ら

９
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ

長
野
県
真
田
町
「
菅
平

高
原
ス
キ
ー
場
」

◇
募
集
人
員

40
人
（
小
中
学
生
と

そ
の
家
族
）

◇
参
加
費

大
人
２
０
、
０
０
０
円

子
ど
も
１
８
、
０
０
０
円
（
リ
フ

ト
代
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
、
ウ
エ

ア
代
は
別
途
と
な
り
ま
す
）

◇
申
し
込
み

生
涯
学
習
課

※
家
族
単
位
で
代
表
者
が
来
館
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
締
め
切
り

２
月
８
日
（
土
）
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
で
人
員
が
20
人

に
満
た
な
い
場
合
、
中
止
と
し
ま
す
。楽しい思い出がたくさんできました
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一
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

初
句
会
年
を
忘
れ
て
若
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
井
下
田
き
よ

初
護
摩
の
児
に
洋
よ
う
と
水
の
紺
　
　
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

松
過
ぎ
や
年
代
の
皿
仕
舞
ふ
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子

初
列
車
同
じ
眠
り
の
老
夫
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

人
影
も
無
く
て
千
鳥
の
九
十
九
里
　
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

沢
庵

た
く
あ
ん

の
重
石
夫
も
軽
か
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

友
も
老
い
猫
も
老
い
け
り
置
炬
燵

ご
た
つ

海
津
や
す
は

蝋ろ
う

梅
の
香
に
酔
い
祝
い
の
箸は
し

と
ら
む
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
篤
美

新
年
を
祝
う
お
せ
ち
は
食
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
刈
込
　
照
子

庭
石
に
陽
の
燦
々
さ
ん
さ
ん

と
福
寿
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

橙だいだいの
翼
を
拡
げ
飾
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

手
枕

ま
く
ら
の
脈
打
つ
音
や
寝
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
幸
江

初
明
り
一
ト
日
ひ
と
日
の
命
か
な
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
千
代

寄
せ
鍋
を
か
こ
む
と
い
ふ
も
母
と
子
と
　
　
　
　
　
中
島
て
る
こ

潮
騒
や
鳶と
び

の
輪
ふ
ゆ
る
初
み
空
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
英
子

祖
母
想
う
孫
の
手
土
産
福
寿
草
　
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

大
旦
目
覚
め
て
十
指
曲
げ
伸
ば
し
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

弦
月
の
研
ぎ
す
ま
さ
れ
て
猫
の
恋
　
　
　
　
　
　
　
御
園
　
英
子

七
草
の
揃そ
ろ

は
ぬ
粥か

ゆ

を
祝
ぎ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

息
吸
っ
て
吐
く
蒼そ
う

天
に
菊
を
焚た

く
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
甲
子

着
ぶ
く
れ
て
賽さ

い

銭
出
す
に
手
間
か
か
り
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

12
月
14
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て

上
総
一
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長
　
根
本
光
男
）
か
ら
、
公
民
館
の

ソ
ー
ラ
ン
節
教
室
（
中
学
生
）
に
長

半
て
ん
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、
団
体
の
活
動
援
助
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

生
徒
た
ち

は
お
礼
に
贈

ら
れ
た
長
半

て
ん
を
着
て
、

タ
キ
オ
ソ
ー

ラ
ン
を
披
露

し
ま
し
た
。

イ
オ
ン
ズ
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

ララララ

然
観
察
会
を

開
催
し
ま
す

自自自自

村
民
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
19
日
（
水
）
午
前

９
時
集
合

◇
と
こ
ろ

一
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
東
コ
ー
ス

◇
費
　
用

プ
レ
ー
費
　
１
０
、
０
０
０
円

民
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

村村村村

天
津
小
湊
町
に
あ
る
千
葉
県
内
浦

山
県
民
の
森
を
散
策
し
な
が
ら
、
自

然
界
の
様
子
を
見
学
す
る
自
然
観
察

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
12
日
（
水
）
午
前

９
時
　
中
央
公
民
館
発

◇
と
こ
ろ

千
葉
県
内
浦
県
民
の
森
他

◇
講
　
師

根
本
ま
つ
先
生
（
長
生

村
教
育
委
員
会
家
庭
教
育
指
導
員
）

◇
募
集
人
員

30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◇
参
加
費

３
０
０
円
（
申
し
込
み

時
に
徴
収
し
ま
す
）

◇
服
　
装

活
動
し
や
す
い
服
装

※
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
　
付

２
月
22
日
（
土
）
〜
３

月
１
日
（
土
）
中
央
公
民
館
窓
口

で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

参
加
費
　
３
、
０
０
０
円

（
キ
ャ
デ
イ
、
昼
食
、
ド
リ
ン
ク
付
）

◇
締
め
切
り

３
月
９
日
（
日
）

◇
申
し
込
み
　
生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

◇
問
い
合
わ
せ

高
橋

（
32
）
２
４
２
６

長半てんを着て踊る教室生
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日 月 火 水 木 金 土
１ 
８ 
15 
22 
29

 
２ 
９ 
16 
23 
30

 
３ 
10 
17 
24 
31

 
４ 
11 
18 
25

 
５ 
12 
19 
26

 
６ 
13 
20 
27

 
７ 
14 
21 
28

日 月 火 水 木 金 土

文化会館・公民館の休館日 

2月 3月 

休 館 日 

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

プラネタを見て

㊧久保田　綾香さん（岩沼）
オリオン座の話が一番印象

に残りました。星の一生がよ

くわかりました。

㊨久保田　知輝くん（岩沼）
おうし座がすごかった。

文化会館　　32ｰ5100

24
回
長
生
む
ら

演
芸
ま
つ
り

第第第第
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
に
続
く

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ヒ
ッ
ト
作
。

◇
題
　
名

「
猫
の
恩
返
し
」

◇
内
　
容

主
人
公
の
ハ
ル
が
助
け

た
猫
の
恩
返
し
が
巻
き
起
こ
す
、

各
自
治
会
の
代
表
者
に
よ
る
演
芸

発
表
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

２
月
11
日
（
火
）
建
国

記
念
の
日
　
午
前
９
時
か
ら

◇
入
場
料

無
料

◇
特
別
出
演

姿
　
憲
子
（
日
本
ク

ラ
ウ
ン
株
式
会
社
）

※
テ
レ
ビ
「
姿
三
四
郎
」
の
主
題
歌
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
実
力
派
歌
手
で
す
。

◇
主
　
催

長
生
村

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

画
会
を

開
催
し
ま
す

映映映映 ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 

笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
猫
の
国
で
の
冒
険
物
語
。

◇
と
　
き

２
月
23
日
（
日
）

１
回
目
　
午
前
10
時

２
回
目
　
午
後
２
時

◇
入
場
料

前
売
券
　
４
０
０
円

当
日
券
　
５
０
０
円

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館
　
　
（
32
）
５
１
０
０

※
前
売
券
は
、
２
月
１
日
（
土
）
午

前
８
時
30
分
よ
り
文
化
会
館
に
て
発

売
し
ま
す
。

冬
番
組

○
「
冬
の
星
座
」

○
「
地
平
線
を
こ
え
て
」
〜
南
十
字

の
輝
く
空
〜

◇
ス
ト
ー
リ
ー

南
半
球
あ
こ
が
れ
の
地
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
舞
台
に
、
南
半
球
の
太

陽
の
動
き
、
日
本
か
ら
は
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
天
体
の
姿
や
星
座
た
ち

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
２
０
０
円

◇
上
映
時
間

どうぞお楽しみに！

※
２
月
25
日
（
火
）、
27
日
（
木
）
は

番
組
入
れ
替
え
の
た
め
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名

海鳴　　　　　　　　　　　　　　　　　明野　照葉

平家上巻　　　　　　　　　　　　　　池宮　彰一郎

ミスト　　　　　　　　　　　　　　　　池井戸　潤

しまなみ幻想　　　　　　　　　　　　　内田　康夫

浪漫的な行軍の記録　　　　　　　　　　奥泉　　光

冬の標　　　　　　　　　　　　　　　乙川　優三郎

ねじの回転　　　　　　　　　　　　　　恩田　　陸

白春　　　　　　　　　　　　　　　　竹田　真砂子

隅田川　　　　　　　　　　　　　　　北原　亜以子

ももこの宝石物語　　　　　　　　　さくら　ももこ

きよしこ　　　　　　　　　　　　　　　重松　　清

トワイライト　　　　　　　　　　　　　重松　　清

其の一日　　　　　　　　　　　　　　　諸田　玲子

イエティの伝言　　　　　　　　　　　薄井　ゆうじ

空中庭園　　　　　　　　　　　　　　　角田　光代

秋の猫　　　　　　　　　　　　　　　藤堂　志津子

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名

望郷の海　　　　　　　　　　　　　　　徳永　健生

焼け跡のナポレオン　　　　　　　　　ねじめ　正一

ゲームの名は誘拐　　　　　　　　　　　東野　圭吾

黄金の華　　　　　　　　　　　　　　　火坂　雅志

花狂い　　　　　　　　　　　　　　　　広谷　鏡子

タクシー　　　　　　　　　　　　　　　森村　誠一

深川黄表紙掛取り帖　　　　　　　　　　山本　一力

悪性　　　　　　　　　　　　　　　　　米山　公啓

北朝鮮悪魔の正体　　　　　　　　　　　青山　健煕

ちょうちょ地雷　　　　　　　　　ジーノ・ストラダ

世界大変動が始まった　　　　　　　　　日高　義樹

世界金融戦争　　　　　　　　　　　　　広瀬　　隆

ハンドブック市民の道具箱　　　　　　目加田　説子

私の仕事　　　　　　　　　　　　　　　緒方　貞子

大好き！寒天のおかず　　　　　　　　　小菅　陽子

表装を楽しむ　　　　　　　　　　　　麻殖生　素子

初
心
者
か
ら
中
級
者
が
釣

り
場
で
遭
遇
す
る
疑
問
を
、

季
節
、
釣
り
方
、
釣
り
場
に

応
じ
て
80
項
目
で
解
説
。

年
間
通
し
て
楽
し
め
る
ヘ

ラ
ブ
ナ
釣
り
の
面
白
さ
を
充

分
に
紹
介
す
る
。

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り

80
の
攻
略
法

関
川
　
康
夫

世
界
で
一
番

い
の
ち
の
短
い
国

山
本
　
敏
晴

平
均
寿
命
が
日
本
人
の
わ

ず
か
３
分
の
１
。
世
界
で
最

も
医
療
事
情
の
悪
い
ア
フ
リ

カ
の
国
で
、
国
境
な
き
医
師

団
か
ら
派
遣
さ
れ
た
若
き
情

熱
的
な
医
師
が
、
本
当
の
国

際
協
力
を
目
指
し
て
奮
闘
す

る
。

入りました

日本よ 石原慎太郎

人間だって空を飛べる

ヴァージニア・ハミルトン

自然と共生した町づくり宮崎県・綾町

森山　喜代香

雨に祈りを

デニス・リフェイン

かもさんおとおり

ロバート・マックロスキー

ローワンと黄金の谷の謎

エミリー・ロッダ

リクエ トス 本 が
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

あなたのハートに
ストライク

長生村結婚相談所では、ふれあ

いパーティーを開催します。今回

は、ボウリング場でのパーティー

を企画しました。

あなたも、すてきな出会いをみ

つけてみませんか？

◇と　き ３月16日（日）午前10

時から

◇ところ 大原ガーデン

◇募集人員 25歳～45歳までの

未婚の男女各15人

◇参加費 1,995円

◇申し込み ２月28日（金）まで

に産業課へ　　　32-2114

※定員になり次第締め切ります。

詳細につい

ては、別途参

加者に通知し

ます。

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

第２回はつらつ
スクエアの開催

趣味や興味を同じくするサーク

ル活動の紹介や発表をとおし、多

くの高齢者が地域を越えた交流を

図り、生きがいや仲間を見つける

機会を提供します。

◇と　き 2月23日（日）

開　場　午前10時30分

開　演　午前10時50分

◇ところ 千葉市中央区要町1-1

千葉市民会館　小ホール

◇内　容 シニアグループによる

発表・展示、シニアサークルの

情報データベースのデモンスト

レーション、歓談コーナー

◇入場料 無料

◇問い合わせ 財団法人　千葉県

福祉ふれあい財団長寿課

043-221-7448

E-mail fukufure@cd.mbn.or.jp

省エネルギー月間

電気を大切にネ！

今月は 固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 税税税税
介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 料料料料
国国国国 保保保保 税税税税 の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

2・2
睦沢診療所 粒良医院 茂原機能クリニック
44ｰ2236 25ｰ8580 25ｰ7755

2・9
鈴木医院 宮本内科医院 森川病院
42ｰ3111 22ｰ3770 25ｰ2510

2・11
植草内科医院 聖光会病院 高田整形外科医院
42-2005 35ｰ5151 22ｰ0111

2・16
岡田眼科医院 ポプラクリニック 長生病院
42ｰ3529 23ｰ3111 34ｰ2121

2・23
秋場医院 渡辺医院 宍倉病院
42ｰ3323 27ｰ7733 24ｰ2171

3・2
清水医院 鵜沢外科内科 菅原病院
42ｰ2950 34ｰ2496 25ｰ1171

東京電力では現在、原子力発電

所を順次停止して点検作業を実施

しています。

誠に申しわけございませんが、

電力需要をまかなえなくなる可能

性も出てまいりますので、暖房温

度を低めに設定、不要照明の消灯、

機器のスイッチをこまめに切るな

どの節電にご協力をお願いいたし

ます。

◇問い合わせ 千葉カスタマーセ

ンター　　　0120-995552

25

役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

ライフプラン
セミナーの開催

財団法人千葉県福祉ふれあい財

団長寿課では、健康で生きがいに

満ちた豊かでゆとりあるシニアラ

イフを実現するため、情報の提供

やアドバイスをするライフプラン

セミナーを開催します。

◇と　き 2月16日（日）午前10

時～午後３時

◇ところ 千葉県教育会館本館

303会議室

◇受講対象 概ね40歳以上の人

◇定　員 100人（受講料無料）

◇申込方法 電話、ＦＡＸで事前

に住所、氏名、年齢、電話番号、

希望人数を報告

◇申し込み・問い合わせ
財団法人　千葉県福祉ふれあい

財団長寿課

千葉市中央区中央4-13-28

043-221-7448

fax 043-221-4777

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ２月17日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ２月16日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ２月17日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ２月21日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 ２月17日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

長養フェアーの
開　催

公立長生病院の
受付時間が変る

2月12日（水）より公立長生病

院の診療受付時間が、月曜日から

金曜日の午前8時～11時30分に変

更となります。

また、各外来窓口に設置されて

いる受付機は老朽化のため廃止と

なり、新たに１階フロアーに総合

型の受付機が設置されます。使用

方法については病院内に掲示いた

します。

◇問い合わせ 公立長生病院　医

事課　　　34-2121

千葉県立長生養護学校では「長

養フェア―」と題して、学習作品

の展示会を次のとおり開催しま

す。みなさんのお越しをお待ちし

ています。

◇と　き ２月19日（水）午前10

時～午後４時

◇ところ 茂原ショッピングセン

ター「アスモ」センターコート

◇内　容 中学部・高等部の生徒

による作業作品の展示、頒布

（園芸品、紙工作品、コンクリ

ート平板、手工芸品、陶芸作品、

木工作品など）

◇問い合わせ 千葉県立長生養護

学校　　　42-2470

地域セミナーを
開催します

千葉県女性センターでは、長生

郡市7市町村と共催で地域セミナ

ーを開催します。みなさんの参加

をお待ちしています。

◇と　き 2月9日（日）午後1時

15分から

◇ところ 茂原市役所　市民室

◇内　容
講演 「パートナーシップで築

く魅力ある農業経営」

講師　増田伸子（指導農業士）

「ＤＶを考える」

講師　高井葉子（城西国際大学講師）
意見交換会
◇受講料 無料

◇定　員 200人

◇申し込み・問い合わせ
総務課　　　32-2111



遅ればせながら、みなさん
今年もよろしくお願いします。
みなさんはもう今年の目標は
立てましたか。私は一ヵ月た
った今でもまだ、目標ができ
ていません。目標を立てると
それに追われるような気がし
てどうも苦手です。
とにかく、今年一年平穏無

事であるようにと思っていま
す。去年はいろいろあったか
らなぁ。 （い）

蒸気船から上
がる煙のボカシ
と夕日に染まる
水面をかくのに
苦労しました。

長生中
（２年生）

夕焼け空をトンボ
に乗って遊んでいる
ところを、想像して
かきました。

八積小
（２年生）

大平優花さん

平成15年2月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

パパの高い高いが大好きで大声

あげてはしゃぎます。パパのいな

い時は熊のぬいぐるみと仲良く遊

んでいます。

平成14年２月６日生

父・江畑良晃、母・寛美さん

遥 香
か

ちゃん（高崎）

伝い歩きも得意気に、手放し立

ちタイムの新記録に挑戦中。お誕

生日までには歩けるかな？

平成14年２月２日生

父・田中賢一、母・邦子さん

聖 也
や

ちゃん（蟹道）

陰暦の蝋月（12月）に
咲くことから蝋梅と命名。蝋のよ
うに透き通った花だけでなく、心を和ませ
てくれる芳香も魅力。ロウバイ科の落葉低木で、庭
木として使われる。寒さにやや弱く、温暖で日当たりが良く
適度な湿りけのある所を好む。樹性は強いが、移植は難しい。花の終
わった３月頃に剪定をし、新しい枝を多くするとたくさんの花をつける。

（撮影地：南部）

ろうばい

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

片岡正博 くん

学校で飼ってい
るニワトリを世話
する自分です。羽
は何度も重ねぬり
しました。

高根小
（４年生）

新谷　彰くん

この広報は再生紙を使用しています。


